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○プリンタドライバ
一般的な点訳ソフトは、信号をＣＯＭポート（シリアルポート）に
直接出力するため、プリンタドライバは不要です。

但し、自動点訳ソフト「EXTRA for Windows」と
弊社の「Ｂプリント」、「Ｂラベル」はプリンタドライバが必要です。
それぞれの取扱説明書をお読みください。

○パソコンとの接続
パソコンとＴＥＮ－１００は、シリアル ケーブルまたは USB ケーブルの
いずれかを使用します。
パソコンのＣＯＭポート（シリアル ポート）が利用可能であれば、
出来るだけ、動作の安定なシリアル ケーブルで接続します。

ＣＯＭポートが無いパソコンの場合はＵＳＢで接続します。
ＴＥＮ－１００をＵＳＢで接続し、初めて電源を入れると、ＵＳＢドライバの
インストールが要求されますので、付属のＵＳＢドライバＣＤをパソコンに
入れて、ドライバのインストールをします。
ＵＳＢドライバのインストールに続いて、ＵＳＢをあたかもＣＯＭポートの
ように見せる、仮想ＣＯＭポートソフトがインストールされます。

インストールが終わりましたら、ＴＥＮ－１００の電源を入れた時に、
コントロールパネルのデバイス マネージャのポート（COM と LPT)内に
USB Serial Port (COM x)が作成されていることを確認します。
この(COM x)を点訳ソフトの点字プリンタの接続先に設定します。

尚、パソコンの USB コネクタの場所を変えると(COM x)が変化しますので、
いつも同じ場所の USB コネクタを使用してください。
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